
龍
・

角寺
・ ・

は天から龍女がやってきて、一晩のうちに寺を建て、龍閣寺
・ ・ ・

と言われていました。 

天平３（７３１）年、聖武天皇の時のこと。春から日照り続きで、作物は実らず人々は困窮して

いました。雨乞い祈願も効果がなかったので、聖武天皇は、竜神のゆかりのところを訪ねました。

ある者が、「龍女が一晩で建てた龍閣寺という寺がある」と奉上したので、さっそく龍閣寺に雨乞

い祈願を命じました。 

龍閣寺の僧侶と弟子たちは昼夜問わず祈り続け、とうとう結願という日、聴衆の中から身長が八

尺（約 2．6m）もある老人が「私は印旛沼の主です。ありがたいお経のおかげで私のこの世の

罪が消えました」と言いました。僧侶は少し怪しみながらも「あなたが竜の化身なら、雨を降ら

せて人々を助けなさい」と。すると天はにわかに曇り、稲妻が光り、どうっと雨が降り始めまし

た。田畑の作物は息を吹き返し、人々は歓喜の声をあげました。雨が止むと、大竜の許しを得て

雨を降らせた竜は、その身を３つに裂かれ落ちていました。その後、龍との約束通りに、龍の身

体を三か所に葬りました。 

頭を納めた龍閣寺は龍角寺（栄町）、腹を納めた地蔵堂は竜腹寺（印西市）、尾を納めた大寺は

龍尾寺（匝瑳市）を名を改めて、今でも人々は龍のために祈り続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て相談員だより 

  202４．１月 

№５８ 
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千葉県印旛郡栄町安食９３８－１ 

ふれあいプラザさかえ １階 

子育て包括支援センター 子育て相談員 

URL http://www.town.sakae.chiba.jp/ 

Ｅメール kosodate＠town.sakae.chiba.jp 

～栄町 龍伝説～ 

第1弾・第2弾に参加された親子が集合して、クリスマスキャンドルを作りました。 

（R5.12.16） 

 

パパの子育て磨き塾「クリスマスグッズをつくろう」 

pんぷ 

2024年 今年は栄町キャラクター龍夢（ドラム）くんの年、辰年です。 

干支の中で辰（竜）だけが架空の動物です。これについては諸説ありますが、 

龍は古来より縁起の良い生き物とされています。辰年には今までも大きな出来事が起こる 

年です。大きなプロジェクトが始まることが多いのも辰年の特徴です。 
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